
安全・取り扱いに関するご注意　必ず、お読みください

製品を安全にご使用頂くには、正しい方法による取り付け、結線が必要です。
本書、並びに本製品を取り付ける車両の取扱説明書に示されている、安全に関する注意事項を良くお読みになり、十分
に理解された上でご使用ください。
本書では、本製品を誤った方法で取付や使用した時に、人や物へ損害を与えることが想定される場合や、本製品を正し
くご使用頂く上で重要な事項を、下記の表記を用いて説明しています。

警告 取り扱いを誤った場合、生命への危機、または重傷を負う恐れがある内容を示しています。

注意 取り扱いを誤った場合、本製品だけでなく、障害を負う危険性や　車両や設備の破損・故障につなが
る恐れがある内容を示して

警告
・取り付け車両を扱う場合は、取り付け車両付属の取扱説明書をよくお読みの上、正しく安全に運転、管理してくだ
さい。自動車、原動機付自転車は、誤った扱い方をすると、思わぬ人身事故等を引き起こす恐れがあります。
 
・エンジンを始動する時は、屋外または窓を開け、換気扇などを回し、新鮮な外気を取り入れられる場所で作業して
ください。 締め切った車庫や倉庫の中などでエンジンを動かし続けると、一酸化炭素中毒の危険があります。

・エンジン停止直後は、絶対に作業を行わないでください。エンジン停止直後は、エンジンや排気管が非常に 高温に
なっており、火傷を負う可能性があり危険です。また、本体も発熱しますので冷えてから作業をいて下さい。

 ・本製品は車両電源が DC12V専で車体（ボディー）マイナスアース車用です。DC24V車には使用出来ません。故障、
火災の原因になります。また本製品は小さなバッテリーです配線のショートには十分注意してください　脱着時には
必ず説明書に従ってください　

・本製品は非常に高温になるエンジン、排気管、マフラー付近や　水が直接かかる場所には取り付けないでくださ
い。なお、誤配線にも十分注意してください　感電、火災、電装部品の破損、焼損の原因になります　

・本製品の取り付けは　本体、配線類を確実に固定し、電気配線や配管類を傷つけないよう注意してください。
ショートなどによる火災、電装部品・エンジン・車両の破損や感電の原因となります。また、回転部分や可動部分に
接触しないようにしてください。

・本製品の取り付け、配線作業は、本来、専門の教育を受けた整備士が行うべき作業です。ご自身で取付けを行う場
合は必ず専門知識並びに車両知識のある方のもとで行い、感電に注意し慎重に作業をしてください。

・本製品に異音、異臭、発煙や作動不良などの異常が生じた場合には、製品の使用をすみやかに中止し、販売店また
は当店までお問い合わせください。
そのまま使用すると、感電や火災、車体、エンジン、電装部品の破損の原因となります。

・本製品の加工、分解、改造などは一切行わないでください。火災、感電、電装部品の破損、焼損の原因となります。
加工、分解、改造等の形跡が見られる場合、クレーム、修理の対象外とし、車両および電装品の故障や事故が発生した場合でも、当
店では一切の責任を負うことができませんのでご了承ください。

注意
・本製品は電子部品を使用した精密機器のため、衝撃を与えたり、装着時に無理な力を加えないでください。動作不
良を起こし、製品の故障や車両を破損する恐れがあります。

・安全のため、作業前にバッテリーのマイナス端子を外してください　外さずに作業をするとショートする恐れがあ
ります　なお、バッテリーのマイナス端子を外す前に、車両取扱説明書またはデーラー等で外し方を確認してくださ
い。車両搭載装置に影響が有る場合があります

・装着車両に、本製品以外に本製品同様のシステムを搭載した製品との併用を行った場合には、本製品の故障や車両
の不具合が発生する可能性がございます。　この場合、弊社では責任を負いかねますので、予めご了承ください。

・取り付け作業のために一時的に取り外す部品は、破損・紛失しないように大切に保管してください。弊社は取り付
け作業による物的損害の責任を負うことはできませんので、慎重に作業を行ってください。

・事故防止の為、各コネクター、ボルト、ナットの緩みが無いか運行前点検時と合わせて点検して下さい｡取り付け部
やコネクター等にガタがある場合は速やかに増し締め等を行って下さい｡ 

・本製品を車両に不具合があるための修理目的に使用しないでください　整備された正常に運転できる車両用です
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EDLCの取り付け方法と注意事項

EDLCは小さなバッテリーです　プラス、マイナスのショートには十分注意してください
故障、異常な発熱、発火等の可能性もあり　大変危険です

内部は防水防振のためシリコンで埋めてあります　蓋も液体パッキンで防水処理おしてお

りますので　分解出来ません

完全な防水では有りませんので　水の掛かるところへは取り付けないでください　また、

水の侵入を防ぐため　配線出口は　上向き以外の方向で取付してください

EDLCは初期充電専用回路を設けています
赤、黒の太い配線のほかに　赤の細い線（ヒューズ付近は黒）が有り　合計３本としてい

ます　赤い細い配線が初期充電専用の回路になります　

EDLCの結線、取り付け方法　
車両のバッテリーマイナス端子を外しますが　バッテリーのマイナス端子を外す前に、車

両取扱説明書またはデーラー等で外し方を確認してください。車両搭載装置に影響が有る

場合があります　EDLCのヒューズ（2個）をヒューズホルダーから抜きます　ヒューズホ
ルダーのついている配線 2本をバッテリーのプラス端子に接続します　その後バッテリー

のマイナス端子を取り付けると同時に　EDLCの黒をバッテリーのマイナス端子に取り付
けます

この状態で　EDLCの赤の細い線のヒューズ（10A）をヒューズホルダーに挿しこみます
これで EDLCの充電が始まりました　このまま約 10分間放置すると　初期充電がほぼ完了

しますので　赤の太い線側のヒューズ（30A）をヒューズホルダーに差し込みます

これで取り付けは完了です　このまま使用してください

取り外し方法

ヒューズを 2個ともヒューズホルダー抜いてから　バッテリーのマイナス端子を外して

EDLC の配線（3本）をすべて外してください　その後、バッテリーのマイナス端子を取り
付けてください　EDLCの保管は　ヒューズをヒューズホルダーから抜いたまま保管して
ください　抜いたヒューズはなくさないように保管してください　もしくは　電球等で完

全放電させて保管してください（出荷時の状態です）

バッテリー交換時や　車載電子機器が誤作動してリセット目的でバッテリーのマイナス端

子を外す場合　このような場合でも EDLCから電気をしばらくの間供給しますので　バッ
テリー交換時や、マイナス端子を外して車載電子機器をリセットする場合は　必ず、ヒュー

ズ（2個）をヒューズホルダーから抜いてから　バッテリーのマイナス端子を外すとか

バッテリーを交換する作業を行ってください　バッテリー充電時もヒューズ（2個とも）

取り外して充電してください

EDLCの再装着は　EDLCの結線、取り付け方法で　再装着してください


